
「介護の社会化」を掲げてスタートした介護保険
しかし 「保険あって介護なし」の現実！！

● 介護保険がスタートして25年。給付を削り、
負担を引き上げる見直しが繰り返され、保険料を
納めているのに必要なサービスを利用できない制
度に･･･これでは「国家的保険詐欺」！

（負担） 利用料２割負担・３割負担の導入、施設等
での食費・居住費の自己負担化、補足給付に資産
要件などを導入･･･など

（給付） 新予防給付（要支援１、２）創設、要介護認
定見直し（軽度判定誘導）、「総合事業」の創設、特
養入所制限（原則要介護３以上）･･･など

－低く据え置かれた介護報酬

●倒産・廃業件数のトップは正当な理由なく基本報酬

が引き下げられた訪問介護。現状は深刻
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全産業平均より
8.3万円も低い！

２０２４年は何とかプラス改定にはなったが、
物価上昇分をカバーできない不十分な引
き上げ。

２０２４・６ ２０２４・１２

９７町村 １０７町村

● 介護保険開始以来はじめて介護従事者数が前年
から減少（２０２３年）、他産業への流出進む
● ヘルパー有効求人倍率１４倍、ケアマネ不足進行
● ２０２６年２５万人、４０年５７万人の不足見込み

（２０２４年）



「三大改悪案」の審議をはじめようとしています
★来年２０２６年度通常国会に改悪法案提出予定

要介護１､２の生活援助サービスを
「総合事業」に移し替え

ケアプランの有料化

★私たちは要求します

東京都文京区湯島2-4-4 平和と労働センター7階 (TEL) ０３-５８４２-６４５１ (FAX) ０３-５８４２-６４６０

改悪案の検討中止！
国庫負担の引き上げで
介護保険の抜本改善を！

全日本民医連（全日本民主医療機関連合会）介護･福祉部作成

● 利用料２割負担の対象拡大など、サービスの
抑制や負担増をもたらす制度の見直しはいっさい行わないこと

● 訪問介護基本報酬の引き下げを撤回すること、介護報酬全体を引き上げること

● 介護保険財政に対する国の負担割合を大幅に引き上げ、保険料・利用料負担
の軽減など、介護保険制度を大幅な改善をはかること

● 全額国庫負担により、すべての介護従事者の給与を全産業平均まで早急に引
き上げること

★７月は参議院議員選挙。私たち

の要求を適えてくれる議員を一人で
も多く国会に送り出しましょう！

利用料２割負担の対象拡大

◆大企業や富裕層への優遇税制･･････

★税金の「集め方」を変える！！

◆ ５年間で４３兆円！巨額の防衛費･･････

★税金の「使い方」を変える！！

政府は利用者･介護現場の困難をそのまま放置したまま

※提案されて
いるのは生活援助。

次のターゲットは
「訪問介護」と「通所
介護」。

※入り口で
シャットアウト

※３分の１が「利用を減らす」「やめる」と回答（2019 民医連調査）
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ご存じ
ですか？

ミサイルではなく､ケアを！


